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0．本研究の目的

中国のバレエの源流は20世紀の初頭に遡ること
ができる。地理的関係及び当時の政治の方向性の
一致に基づき，ロシア・バレエは中国バレエの発
展に対して深い影響を与えた。1917年にロシアで
10月革命が勃発した後，中国へ亡命したロシアの
芸術家や舞踊家たちがはじめて『白鳥の湖』，『ジ
セル』のような多くの有名なバレエを中国で上演
した。中華人民共和国の建国後，1959年末に中国
唯一の国家級バレエ団である中央バレエ団が設立
された。その後，中国ではさまざまな地方バレエ
団体が設立され，活動してきた。新文化運動1 以
来，中国バレエは西洋文化の影響を受けると同時
に，中国文化を重視し，世界の名作バレエに学び
ながら，独自のバレエを創作し，絶えず改革を試
みてきた。

バレエに中国の文化的要素を取り入れるバレエ
作品が，中国建国以来数多く発表されてきた。こ
れらの「探究期」，「文革期」，「発展期」，「繁栄期」
という発展史の作品に対しての批評は多く，学問
的な研究も空白ではないが，一つの作品について
の構成あるいは振付の分析は少ない。そこで本研
究では，2001年に中央バレエ団によって初演され

「繁栄期」の代表作と認められるバレエ『大紅灯
籠高高掛』を取り上げる。この作品は，振付に中
国古典舞踊，京劇，拳法のような身体技法が取り
入れられ，異なった要素によって豊かな人物造形
が行われている。この『大紅灯籠高高掛』の振付
の分析を通して，中国の伝統的な文化的要素とバ
レエの融合を考察し，中国バレエの「繁栄期」に
おけるこのバレエ作品の影響および受容について
論じ，中国バレエの「民族化」の様相を探りたい。
以下ではまず，中国バレエを四つの時期に分けて，

「探究期」，「文革期」，「発展期」，「繁栄期」それ
ぞれの時期の「民族化」の様相を概観する。

1．中国バレエの発展と民族化

中国バレエの歴史において，中国バレエの発展
と「民族化」の関係について論じる論文は多い。
羅辛（2005）は，中国バレエの現状を述べ，60年
代から改革開放後までの創作バレエを紹介し，ま
た，中国のオペラと同じように，中国バレエの発
展にも「三つの道」2 があると強調している。こ
の「三つの道」は中国バレエの発展の方向を示し
ている。「三つの道」は，西洋の古典バレエ（ロ
マンチック・バレエとクラシック・バレエにおけ
る代表的な作品），民族的なバレエ（『紅色女子軍』，

『白毛女』のようなバレエ），現代的バレエ（中国
舞踊の要素と融合した地域化されたモダンバレエ
を中心とする）である。しかし，羅は現代的なバ
レエについては具体的な作品を挙げておらず，民
族的なバレエと現代的なバレエとの違いについて
も論じていない。このような分類は曖昧であり，
どちらも中国的要素を持つという点で「民族的」
であり，この民族的なバレエと現代的なバレエは
同じグループに属すると思われる。

鄒之瑞（2008）は，建国以来の中国バレエの発
展を主に四つの時期に分け，四章にわたって論じ
ている。3 鄒の分類によると，新中国のバレエ事業
における基盤を築く段階（1950-1964），文革期の
中国バレエ（1966-1976），中国バレエの蘇生と発
展（1977-1989），繁栄期の中国バレエ:市場経済の
下の発展（1989-）という四つの時期が挙げられる。
鄒は各時期の代表的人物およびそれぞれの作品を
紹介し，各時期の特徴を指摘し，さらに，中国に
おけるバレエの民族化について論じている。鄒は，

「『紅色女子軍』（1964），『白毛女』（1965）の成功
によって，バレエを民族化することに対して，良
い経験がもたらされた」と述べている。4 鄒によれ
ば，「この二つのバレエは大量の中国の伝統舞踊
の動作を用い，中国の民族舞踊とバレエを調和的
に統一させた。[中略]大量の民族舞踊の要素を取
り入れて，バレエを中国化した一方で，他方，中
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国の舞踊のバレエ化にもなった。どのような外来
文化にも，それぞれに固有の外来的な内容が保存
されている。一方，地元の文化の芸術的要素も吸
収して外来文化をローカル化している。それは新
たな地域或いは別種の文化への発展の道なのであ
る。」5 しかし，鄒は，バレエに民族舞踊の要素を
取り入れる創作方法を用いる作品を挙げて論じて
いるものの，作品において身体技法がどのように
融合されたかを分析していない。

また，陳瑞（2010）6 は，時期をさらに明確に
区切り，1）探求期の中国バレエ（1949-1965），2）
｢文化大革命｣ 期の中国バレエ（1966-1976），3）
蘇生，発展期の中国バレエ（1977-1989），4）繁
栄期の中国バレエ（1990-）という四つの時期に
まとめている。陳によれば，探求期の作品は，題
材や構成，形式であれ，舞踊言語と音楽創作であれ，
どこから見ても，独自の意義がなく，ただ国外の
バレエの模倣だけである。｢文化大革命｣ 期の中
国バレエについての論述は以下のようである。文
化大革命の影響を受け，江青の誤った指導の下で，
萌芽したばかりの中国バレエの方向性が歪められ
てしまい，さらに発展させることができなかった。
しかし，探究期から存在した『紅色娘子軍』，『白
毛女』という二つの作品は『様板劇』7（模範劇）
となり，文革後に改作された後も上演され，現在
まで保存されてきた。蘇生，発展の時期では，作
品は主に文学の名作を題材にした作品と現実の生
活を題材に創作された作品という二種類に分けら
れる。8 陳は，繁栄期の中国バレエは，以前の時
期の中国バレエの成果に基づき，中国バレエの民
族化の探究がさらに進んでいると述べている。9

陳は，中国バレエの四つの時期をさらに明確に区
切り，代表的作品を挙げ，作品の特徴をまとめて
いるが，身体技法についての具体的な分析は行わ
れていない。以上の先行研究では，「中国バレエ
の民族化」については論じられているが，「民族化」
という概念の定義は，身体技法に着目したもので
はなく，不明確であると考えられる。

楊曾宪（1983）は，「芸術の民族性」というものは，
「（ある）民族の精神的生活の一部分として，民族
の芸術が必然的に持っている，或いはそれが現れ
た全体的な美的意識の特徴である。それは民族芸
術の形式，内容，方法，技術，流派などの諸要素
に影響しながら諸要素の中に徐々に浸入し，鮮明
な民族の特徴を形成し，芸術の民族性の多元的な
規定性を構成する。」と論じている。また，「芸術
の民族化は，芸術の民族性の存在する規律とその
マルチレベルの規定性を承認しながら把握し，芸
術の特性を継承し，また保持しながら発展してい
く。」10 楊は，芸術の民族性がその民族の芸術の美
学的な特徴を表すことについて論じ，民族の芸術
の本質性を強調した。しかし，現代の視点から見

ると，この民族性の概念は時代と共に変化してい
ると言える。

現在までの芸術の研究は，楊の論述したような
「芸術の民族化」という概念に基づいて行われて
いる。この「民族化」は，西洋文化を基礎としな
がら，伝統を重視し中国文化を強調することであ
る。しかし，中国バレエについて分類された四つ
の時期における「民族化」の表現は，内容および
身体技法が異なっているため，「民族化」という
概念は時期によって変化していると思われる。

まず，探究期と呼ばれる時期の中国バレエにお
ける身体表現はチェコの体操運動と似たような面
がある。チェコ体操の運動は19世紀末より盛んに
なり，体操における「チェコ性」11 を提示しよう
とした。それと同じように探究期の中国バレエも，
バレエによって「中国性」を表そうとした。国民
国家が形成されるも，まだ戦争中で社会状況は安
定していない厳しい社会状況において，中国国民
は強い国民になり，強い中国を作ろうとする願望
を持っていた。この時期には中国人の愛国心を表
現し，自分の国家を守るため戦う精神を謳歌する
作品が多い。例えば，『和平鸽』，『紅色娘子軍』，『白
毛女』，『紅嫂』のような作品が挙げられる。身体
技法を見ると『紅色娘子軍』をはじめとする作品
は，バレエ作品にはじめて中国の伝統的要素を取
り入れ，民族舞踊の特徴が見られる動作が用いら
れている。また，愛国心を表現する当時の「中国
性」を提示するため，「大刀舞」で革命の熱情を
表現している。『紅色娘子軍』について，郭貝若
は以下のように述べている。「女性の主人公であ
る呉清華が反抗を表現するパ・ド・ドゥの場面に
おいて「串翻身」12，「探海」13 のような中国舞踊
の技法が用いられ，バレエの一般的な技法の跳躍
と結び付いて，呉清華の勇敢な性格を表現してい
る。また，男性の主人公の身体技法はより特徴が
ある。第六場においては多くの中国古典舞踊と中
国古典戯曲の動作が用いられ，例えば，第二場に
おける「五寸刀舞」によって，海南の軍隊の兵士
たちの革命の闘志が表現されている。第三場では，
海南地方のリー族（少数民族）を用い，リー族の
女性が圧迫を受ける情況が表現されている。」14 こ
の記述から，中国古典舞踊，中国戯曲，民族舞踊
とバレエの技法を融合し，中国古典舞踊，中国戯曲，
および民族舞踊における中国人らしさが与えられ，
強い中国国民国家を作ろうとする軍事的な〈中国
的なるもの〉が表現されていることが分かる。こ
のようなバレエにおける「民族化」は文革期にお
いてさらに拡大された。『紅色娘子軍』，『白毛女』
をはじめ，探究期の作品が模範劇として書き直さ
れ，繰り返して上演された。また，地方舞踊団も
潮流に応じ，様々な模範劇を振付けて上演してい
た。文革期の中国バレエの「民族化」は探究期よ
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り洗練され，政治的また軍事的に表現されていた。
改革開放以来，中国社会ではバレエにおける「民

族化」の概念が変化している。西村成雄が指摘す
るように，「[前略]鄧小平の二五年は前半の毛沢
東時代からの離脱期と，一九九〇年代の世界資本
主義のグローバリゼーションの対応期として区分
できる。このグローバリゼーションへのイデオロ
ギー的対応こそ，中華民族主義イデオロギーの復
活であり，中華民族復興論にほかならない。」15 つ
まり，この時期の「民族化」は自らの民族文化を
復興しようとすることが前提である。

確かにグローバル化の時代になるに従って，西
洋文化が急速に中国に流入している。一方，文化
の衝撃から生じる危機感は中国社会の「民族化」
によって増幅されている。中国バレエは世界に中
国文化をアピールするため，戦略として，バレエ
に中国の伝統的な文化的要素を取り入れ，流入し
たバレエで中国文化を表現している。改革開放後
の10年間では，中国の文学作品と演劇を素材とし
てバレエ化された作品が多い。また民族的な題材
を用いるばかりではなく，民族舞踊をバレエに取
り入れる創作方法が実践されている。

以上をまとめると，「探究期」においては，「社
会的政治的凝集力」16 を実現するために，軍事的
に強い中国のイメージを作ろうとしながら作品が
創作された。それに対して，1980年代以降，農村
から都市，工業に重点が移され，全面的な「経済
体制改革」17 によって，中国社会の経済力が急速
に発展してきたなかで，豊かに繁栄する国のイ
メージを作ろう，中国古典舞踊，戯曲，民族舞踊
とバレエ技法を融合し，中国民族の豊かさと美し
さを表現しよう，とする試みが行われてきた。さ
らに，社会の安定及び経済力の発展に伴って，中
国バレエが「繁栄期」を迎えた。「発展期」の経
験に基づき，バレエで中国の民族の精神的な豊か
さを表す作品が創作されている。たとえば，遼寧
バレエ団の『二泉映月』（1997）は，「伝承性を重
視するばかりではなく，中国舞踊の審美観と精神
及び気韻に着目して振付されている。形式を見る
と古典バレエと中国古典舞踊は結合点を見つけに
くいが，精神と気韻の点では通じ合う。江南女子
の踊りの霊気と古典バレエの優雅との間に共通点
が見られる。」18『二泉映月』は古典バレエの形式
と少数民族の舞踊の美しさを巧みに結合した作品
である。また，伝統舞踊，戯曲のような要素をバ
レエに取り入れ，自らの民族的な文化的遺産を再
考し，現代中国人の民族的プライドを反映してい
る。このような作品の創作では，人物の内面性を
重視する振付が見られる。2000年に入ると『大紅
灯籠高高掛』（2001），『梅蘭芳』（2001）のような
作品がその例として挙げられる。また，2012年，
中国バレエ団は「中国文化」をテーマとするワー

クショップを行い，バレエの形式で中国の伝統の
文化を表現する七つの作品を上演し，積極的に中
国バレエの発展をアピールしている。19 以上のよ
うに，各時期の特徴によって，異なる「民族化」
の概念に基づいたバレエ作品が創作された。次に，
繁栄期の代表作とされる『大紅灯籠高高掛』の概
略と批評を論述する。

2．バレエ『大紅灯籠高高掛』の概略と国内外の批評

2.1.　バレエ『大紅灯籠高高掛』の概略
バレエ『大紅灯籠高高掛』（2001，2003-2004）

は，映画『大紅灯籠高高掛』（1991）に基づきバ
レエ化された作品である。本研究の研究対象であ
るDVD版のバレエ『大紅灯籠高高掛』（2003-2004，
広州俏佳人文化伝播有限公司により製作発行，半
島音像出版社出版）は2003年に改めて振り付けさ
れ，現在上演されている通常版である。作品は86
分であり，四幕構成である。小説や映画と異なり，
もともと四人であった夫人がバレエでは三人に変
わっており，原作（小説と映画）の主人公である
第四夫人の頌蓮がバレエにおいては「第三夫人」
に変更された。20

2001年に『大紅灯籠高高掛』が初演された後，
予想に反して良い評価を受けられなかった。舞踊
そのものの表現が不足であり，映画のような生き
生きとした人物が創作されなかったからである。
また，京劇とバレエの融合する創作は唐突である
と評された。21 批判を浴びたため，改めて振付さ
れ直された新版の『大紅燈籠高高掛』が2003年に
もう一度上演された後，このDVD版が出版された。
バレエ『大紅燈籠高高掛』は2001年に北京で初演
されて以来，今年まで約10年間にわたって，海外
で何度も公演された。2004年，この作品は「国家
舞台芸術精品工程」22 に選ばれた。

映画作品を監督した張芸謀が，バレエ『大紅燈
籠高高掛』の脚本，監督，照明担当を務め，さら
に芸術総監督も担当した。プロデューサーは，中
国舞踊家協会の会長の趙汝衡である。舞踊団は中
国中央バレエ団である。振付家の王新鵬と王媛媛
が作品の舞踊を創作した。彼らの振付け歴を見る
と，コンテンポラリー作品が多いが，この作品で
は，古典バレエと中国的な身体技法の融合を試み
ている。23 作曲を担当したのはフランスで活躍し
ている中国人作曲家陳其鋼である。衣装デザイン
を担当したのはフランスのデザイナーのジェロー
ム・カプラン（Jerome Kaplan）である。

作品の背景は五四運動後の旧弊な大家族であり，
封建制度が若い生命と愛情を抹殺するという内容
の物語である。新しい時代の教育を受けた女性で
大学生である主人公が，実家が没落したため，「第
三夫人」としてその大家族に嫁がされることから
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物語がはじまる。この大家族の50歳の主人はもう
二人の夫人がいる。第一夫人は年を取っていて古
い時代の典型的な妻のイメージの女性である。第
二夫人は若くて艶めかしく，主人の寵愛と家族内
の地位を守ろうとする，負けず嫌いな性格を持つ
女性である。ある日，主人と夫人たちは家で京劇
を鑑賞している。主人公を演じる京劇役者は，偶
然に第三夫人の昔の恋人であった。京劇の後，マー
ジャンをする機会に第三夫人はこの京劇役者と密
会する。二人の密会を第二夫人に見られて，主人
に密告され，二人は捕らえられる。しかし，第二
夫人も主人の寵愛を失ってしまう。刑場へ送られ
る場面で，恋人同士の二人と第二夫人は互いに許
し合ったが，殺害されてしまうという悲劇で終わ
る。

2.2.　�国内外の批評に見るバレエ『大紅灯籠高高
掛』の評価と本研究の位置づけ

バレエに中国古典舞踊，京劇，中国民族舞踊及
び拳法のような中国の伝統的文化要素を取り入
れ，登場人物の性格や内面を造形する振付がバレ
エ『大紅灯籠高高掛』の特徴である。現在までこ
の新しい創作理念は国内外で絶えず議論されてい
る。以下では，まず，この議論を整理しておきたい。
2.2.1.　中国国内の批評

バレエ『大紅灯籠高高掛』については，初演以
来，中国国内と同様に世界においても賛否両論が
ある。中国国内では，舞踊評論家や舞踊研究者た
ちは，当初このような新興の創作理念を承認して
いなかった。

まず，学術的な評価を見ると，楊少莆は，「古
典バレエの動きの応用と新たな展開は，現代バレ
エの創作にとって最も重要な点であると考えられ
る。しかし，この作品では，古典バレエからの新
たな展開はまだ不充分である。」と述べている。24

しかし，「古典バレエからの新たな展開はまだ不
充分である。」という批評では，「新たな展開」と
は何を指すかが具体的に示されていない。「新た
な展開」が，創作バレエにおける新たな要素の取
り入れ，新たな創作手法を取り入れるということ
を意味するのであれば，これまでの議論から作品
において，新たな展開は確かにあることが確認で
きる。このバレエの振付が古典バレエに基づいて，
中国古典舞踊の身韻，京劇の身振りと拳法のよう
な要素を取り入れ，異なる文化的要素とバレエ技
法の結合の振付によって異なる人物造形を表現し
ていることは明らかで，それまでの中国バレエの
枠組みを打ち破るものであると言えよう。

また，作品の人物造形についての研究では，劉
俐俐が，「バレエの中で，登場人物の感情や性格
が身体の踊りにより表されるが，小説から映画，
バレエへと次第に，ヒロインの性格の表現は稀

薄になってきている。」と指摘している。25 それは，
バレエ，映画と小説，と三つの芸術ジャンルにお
いて，異なる物語を語る三つの作品の中で，異な
る主人公が創作されたことによると考えられる。
したがって主人公の性格の表現が稀薄になると言
うよりも，むしろ，バレエ『大紅燈籠高高掛』で
は新たな主人公が創作されたと考えるのが妥当で
あろう。

さらに，中国国内のメディアの報道においても，
最初は作品の振付が不十分というような批判が
あった。例えば，言咏は，2003年の作品は，2001
年版の動きに比して約半数程度が改められ，新し
い踊りが付加されたと指摘し，振付がまだ弱いこ
とが作品の致命傷だと評している。26 しかし振付
のどの部分がどのように弱いかを，具体的に論じ
てはいない。

以上のような批判的な見解に対して，バレエの
発展という立場から，この作品を論じる批評もあ
る。楊文杰は，2003年の新版の作品によって，現
代中国の芸術家と文化的なマーケットの先導者た
ちの智恵と革新思想が分かると指摘している。27

昝継芳は，バレエの歴史において，バレエダンサー
が初めて中国の伝統的なチャイナ・ドレスを着用
してダンスをするようになった点に注目している。
京劇的な要素およびチャイナ・ドレス（のような
中国文化的な要素）が西洋の古典バレエに取り入
れられ，観客たちにとって素晴らしい視覚的な愉
悦となったと評している。28

以上のような中国国内の新聞記事と論文を見る
と，時が経つにつれ，バレエ『大紅燈籠高高掛』
についての論調は，最初の振付についての批判か
ら次第に西洋のバレエ技法に中国の伝統的文化の
要素を取り入れたこの創作方法についての肯定的
評価に変化していくことがわかる。
2.2.2.　外国メディアの批評

バレエ『大紅灯籠高高掛』の評価に関して中国
国内のメディアの評論は否定的な見解から肯定的
見解への変化が見られたのに対して，海外の論評
は作品における演劇及び映画の技術及び視覚的技
術の表現について述べている。そのうち，『ニュー
ヨークタイムズ』紙は，それらの演劇及び映画の
技術の応用，つまり影絵や追跡シーンのようなも
のは，このバレエを生き生きとさせている。また，
バレエダンサーにとってもより容易に作品の登場
人物に成りきることが出来る。古典バレエに中国
の伝統的な舞踊を取り入れ，目新しく感じられる
と評している。29 さらに，『ワシントンポスト』紙
においては，振付に対して，王新鵬と王媛媛によ
る振付はまだ深みがなく，目新しさに掛けるもの
の，豊かな特殊効果及び素晴らしい舞台装置と衣
装によって充分に補われ，このバレエは「赤色」
に対する頌歌となっている，と評している。30
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一方，振付について高く評価する報道もあった。
デブラ･クレイン（Debra Craine）は「［引用者
注：王新鵬と王媛媛による］振付は，古典バレエ
の長い脚を京劇風に造形された表現主義と融合さ
せている。男女別になされる群舞は，高い精度に
まで訓練されている。［中略］魅力的なパフォー
マンスであり，心から直接出てきたような力強さ
と説得力があった。仮にこれが中国バレエの新し
い顔であれば，もっとたくさん鑑賞しようではな
いか。」と述べている。31

以上の外国メディアに掲載された批評記事は，
まだ現代中国バレエの特徴，つまり，中国の文化
的要素とバレエとの融合について深く分析しては
いない。しかし，最初は有名な映画監督のネーム
バリューによって，このバレエ作品に注目が集
まったが，近年になって次第にバレエそのものが
注目され始めている。作品の振付に対しては，ま
だ弱いというような批判がある一方で，前述のク
レインのように『大紅燈籠高高掛』を高く評価す
る新聞記事もあり，このバレエへの評価は賛否両
論というのが現状である。

以上のように中国国内外の議論の動向は時間と
ともに変化しているが，どの評価も作品の振付に
おける身体技法と人物造形の関連について作品分
析を行ったものではない。そこで本研究では，以
下の3.で作品の振付について分析を行う。異なる
身体技法によって複雑な人物造形がどのようにな
されているを明らかにすることで，これまで表面
的な批評にとどまっているこの作品に対する理解
をさらに深め，中国バレエへの影響，即ち現代に
おける「中国バレエの民族化」の様相を明らかに
していく。

3．バレエ『大紅灯籠高高掛』の振付

姫英涛は，この作品の特徴，つまり作品におけ
る中国の文化要素とバレエとの融合を以下のよう
にまとめている。即ち，上半身の中国舞踊（古典
舞踊，演劇の身振り，民族舞踊）と下半身のバレ
エ的な異なる振付の結合，バレエと中国舞踊の異
なる重心の結合，バレエの一元的な動作と中国舞
踊の多元的な動作の結合，及びバレエ的動作と演
技の表情の結合などである。さらに，服装と舞台
道具及び音楽の特徴についても論じ，作品の創作
に対して高い評価を与えている。32 姫が全体的に
述べている作品の特徴は本論の主張と一致する。
しかし，姫は振付について具体的な例を挙げてお
らず，このような見解が妥当であるかどうかは，
文化的要素とバレエの融合の個所を分類して分析
した結果によって判断すべきことであろう。本論
では，主人公である第三夫人の人物造形について，
古典バレエと中国古典舞踊（身韻），京劇の融合

を分析し，具体的に代表的な例を挙げて論じてい
く。

バレエ『大紅灯籠高高掛』においては，妾の身
分となって封建的な古い家庭に入ってしまう境遇
にある第三夫人は大学生に設定されている。中国
の伝統的な女性像から見ると，封建的環境にある
主人公は才徳兼備で美しい理想の女性である。し
かし，大学生だった主人公は近代的な教育を受け
たため，自己意識と近代的な恋愛観を持つ五四運
動後の新しい女性でもある。それにもかかわらず，
古い環境に身を置いた主人公には近代性と伝統性
という二重の特徴があると思われる。人物造形に
着目すると，バレエと中国の伝統文化的要素の融
合によってこの矛盾が表現されていると考えられ
る。それでは，どのようにバレエと中国の伝統的
要素を融合させているのだろうか。

3.1.　�バレエ技法＋中国古典舞踊の技法（身韻）
による人物造形

バレエ『大紅灯籠高高掛』の振付において融合
されている四要素の中で割合が一番大きいのは中
国古典舞踊（身韻）である。それは，主人公の人
物造形と直接に関係があると考えられる。
「身韻」とは，中国古典舞踊身段と俗称され，

呼吸や，精神的なものを重視する現代中国古典舞
踊の基本技法である。1979年９月から12月にかけ
て，中国古典舞踊学科の設立のため第36回舞踊研
究会が開かれた。ここで，戯曲及び武術の基礎を
受け継ぎ，舞踊芸術自体の特性と規律に従い，独
自の民族性，舞踊性，科学性と時代的特徴がある
中国古典舞踊の授業と演技体系を創造しようとす
る指導思想が確立された。33「身」は「外」（身体
技法）を表し，「韻」は「内」（芸術的な含蓄）を
意味する。「身韻」技法によって，中国古典舞踊
の「内外統一」の美学概念が表現されている。「身
韻」には形，神，劲，律という四つの要素がある。
内面的な無形の精神を有形の身体によって形成し
た「身韻」では，「形」（身体）と「神」（精神）
との結合が主張される。また，「劲」は動きの力
の重さを指し，「律」は運動の過程の中の規律を
意味する。身韻の動きにおいて，身体全体（特に
上半身）を呼吸とともに動かす。34

映像から第三夫人の振付はバレエと身韻の融合
の代表であることが分かる。バレエと身韻の融合
の振付は，第三夫人が初めて登場する時のヴァリ
アシオンでは他の場面より比較的多く表現されて
いる。振付は主に（1）バレエ的な振付，（2）上
半身と下半身でバレエ的，中国的な違う要素が同
時に見られる振付，（3）左半身と右半身でバレエ的，
中国的な違う要素が同時に見られる振付，（4）重
心の変化に特徴がある振付，（5）中国古典舞踊的
な振付という五つのパターンからなっていること
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が分かる。その中で，特に（2），（3）と（4）によっ
て，主人公が封建的な大家族に入る直前の矛盾し
た感情が表現されていると言える。
（2）上半身と下半身でバレエ的，中国的な違う

要素が同時に見られる振付の例としては，図１の
ような振付が挙げられる。図１では，身韻の「靠」

（背中を後へ引き込む動き）が取り入れられるが，
全体のバレエ技法は左脚がドゥミ・プリエしなが
ら，右脚は前にポワント・タンデュをしている。
両手と右脚は前に伸ばすが，背中を後に引き込む
この動きを見ると，主人公が前に進もうとするが，
目が見えない力で主人公が後へ引っ張られて動け
ない様子がうかがえる。これは，主人公が封建的
な力に束縛されてしまう状態であることを示して
いるだろう。
（3）左半身と右半身でバレエ的，中国的な違う

要素が同時に見られるパターンにおいては，左半
身に中国古典舞踊的な特徴が見られる場合と右半
身に見られる場合がある。例えば，図２のような
振付が見られる。図２では，左脚のつま先と膝を
前にしていて，中国舞踊の「㧟脚」35 が見られるが，
右脚はポワントで立っている。即ち右脚はバレエ
的動きをし，前に進んで行こうとするが，「閉める」
を意味する左脚の中国古典舞踊の動作によって引
き止められてしまう。つまり，右脚はバレエの動
きで主人公の現代的な新しさを表すが，左脚は中
国古典舞踊の動きで封建的な古さを表す。これに
より，主人公が封建的な現実に反抗しようとする
が動けない矛盾した立場を表現している。

逆に，図３では，体を前に向けて，両手は身韻
の技法の「按掌」36 を行って，左脚がバレエ技法

の原則に従い外旋している一方で，右脚は内旋の
状態になっている。両足が古いしきたりと新しい
考え方を表している一方，按掌は踊り手の感情を
表す動きであるため，この動きによって矛盾する
２つの概念の狭間に立つ主人公の辛さが示されて
いるといえる。
（4）重心の変化のパターンでは，動きの組合せ

で重心が変化する場合（図４）と一つのポーズの
中で中国古典舞踊のように重心が左右や前後へ移
動する場合（図５）がある。図４では，体を右に
突き出し，右腕を挙げる。重心を右脚から左脚に
移動させる。これは動きの組合せで重心が変化す
る場合である。この重心を左右移動させる動きに
よって，主人公が自らの新しさと第三夫人になる
古い価値観の間で躊躇う気持ちが表れていると考
えられる。図５では，上半身は後へカンブレ（アー
チ状）しようとするが，重心は少し前に移動する。
無形の力によって主人公が斜め後ろへ引っ張られ
たような動きは，主人公が古い価値観を表象する
第三夫人になる現実を暗示する。しかし，主人公
は，重心を前に移動しながら左手で自分の顔を触
り，現実を受け入れず新しい時代を生きる自分の
気持ちを表しているように思われる。

以上のような例から，バレエに「身韻」を取り
入れる身体技法を用いられることにより，矛盾す
る内面の複雑さを表そうとしていることが分かる。
身韻は，身体の外的表現と陰陽相対の内在運動規
律を強調し，中国の伝統的な美的観念を表してい
る。伝統的な要素を包含する身韻を用いることに
よって主人公の気質における伝統的な中国女性の
女性像が描写されているのである。また，この

図１ 図３図２

図５図４
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ヴァリアシオンは，バレエ的な動き，身韻の動き，
上下半身の異なる方向性の振付，左右半身の異な
る振付及び身韻の重心の移動のような振付が織り
混ざって表現されている。これは大学生だった主
人公が古い環境に入ってしまう運命に直面する際，
現実を受け入れられず反抗しようとするが出来な
いという矛盾した気持ちを示している。婦徳に制
約された中国の伝統的な女性と比べ，主人公は近
代教育を受けたという先進性を持つが，封建性が
残った残酷な現実の前で女性としての弱さを残し
ていることも，このような表現から浮かび上がる。

3.2.　バレエ技法＋京劇の身振りの表現と人物造形
この作品では，京劇をバレエに取り入れる振付

も多く使用されている。原作（小説と映画）にお
いて，第三夫人である梅珊はもともと京劇の俳優
である。原作における第三夫人（梅珊）と第四夫
人（颂蓮）を組み合わせ，バレエ作品において新
たな主人公である「第三夫人」が創られている。
バレエでは，第三夫人は京劇の役者ではないが，
彼女の恋人が京劇の役者として設定されている。

バレエにおいて，京劇を見るシーンと京劇を学
ぶシーンでは京劇的表現が多く見られる。京劇に
は「四功」という概念があり，「唱，念，做，打」
と言われる四つの基本動作がある。「唱」は歌う
ことを意味し，「念」は台詞を意味し，「做」は演
じることを意味し，「打」は武術の部分である。「唱」
と「念」によって，京劇の二つ要素の一つである

「歌」が構成され，「做」と「打」によって，もう
一つの「舞」が構成される。37 バレエ『大紅灯籠
高高掛』において，劇中劇で，夫人たちが京劇を
学ぶ筋書きをサポートするため，京劇の「歌」が
用いられる場面があるだけではなく，京劇の「舞」
の特徴が見られる場面もある。このような概念を
持つ京劇とバレエの融合には，中国の伝統的要素
とバレエ技法との対話という形を通して，創作者
たちの意図が示されていると言える。それと同時
に，第三夫人の人物造形と間接的に関連づけられ
ている。封建的な環境において，主人公は第三夫
人になり，中国の伝統的な女性の古い価値観に
従っている。しかし，近代的思想の影響を受け，

自由恋愛に憧れる恋愛観を持つ主人公は，昔の恋
人に対して，素直に愛情を表現しようとする。こ
のことこそが中国の伝統的な理想の女性像に反し，
主人公の先進性あるいは新しさと言える。

まず，中国の伝統的要素とバレエの対話という
観点からみると，「バレエ技法＋京劇」の振付で
は，（1）「上半身と下半身でそれぞれ京劇的，及
びバレエ的な異なる要素が同時に見られる振付」
が用いられる，（2）典型的な京劇の動きが用いら
れる，という二つのパターンからなっている。例
えば，「京劇を学ぶ」の場面から，上半身で京劇
の身振りの特徴が見られ，下半身はバレエ技法の
振付がみられる。

さらに，第三夫人の人物造形に関して見ると，
京劇を取り入れている群舞38 の振付のなかで，第
三夫人という身分を持つ主人公が封建的な家庭内
において，他の夫人と一致した動きをし，婦徳と
いう伝統性が表現されていると言える。しかし，
第三夫人と恋人のパ・ド・ドゥ 39 自体は京劇の特
徴が見られる振付は比較的少なく，バレエ技法で
踊ることが大部分を占めている。群舞において京
劇の特徴が数多く見られることは第三夫人の伝統
性を表現している。それに対して，恋人への愛情
と伝統との狭間での苦悩から大胆な愛情表現を行
う近代的人物像への変化は主にバレエ的な振付に
よって表現されている。例えば，以下の例が挙げ
られる。

図６では，第三夫人は右脚がポワントで立とう
とする，左脚は横のグラン・バットマンをしている。
上半身を恋人の胸にゆだねているが，右脚は反対
方向に伸ばしている。図７は，恋人にリフトされ
ている第三夫人は左脚と両腕を直線的に伸ばして
いる。顔と左腕，左脚が恋人の動く方向とは反対
の方向に向いている。以上の二つの動きを比較す
ると，恋人と反対側へ脚を伸ばす動きによって，
昔の恋人と偶然出会った第三夫人が最初は自分の
立場を顧みて，恋人に対して申し訳ない気持ちを
表し，さらに恋人からの愛情を受け入れられず逃
げようとする複雑な気持ちを表す。図８では，第
三夫人は恋人に支えられ，右脚はポワントで立ち，
左脚はアチチュード・エファセをしながら回って

図６ 図７ 図８
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いる。主人公は第三夫人としての身分を捨て，恋
人との愛の中で陶酔していることが表れている。

4．結論

バレエ『大紅灯籠高高掛』はバレエ技法を基調
として，中国の伝統的な文化要素を融合した中国
的な創作バレエである。この作品の振付は，バレ
エ技法の他に中国古典舞踊（身韻），京劇，中国
民族舞踊（秧歌）及び拳法が取り入れられている。
この四要素の中で割合が一番大きいのは中国古典
舞踊（身韻）であった。それは，主人公の人物造
形と直接に関係があると考えられた。身韻によっ
て，主人公の身体の曲線的な美しさが表現されて
いる。また，主人公には近代性と伝統性という二
重の特徴があり，振付による人物造形において，
古典バレエと身韻の融合によってこの矛盾した内
面性が表現されている。さらに，人物造形の二重
性が古典バレエと京劇の振付にも現れていること
が分かった。京劇を見るシーンにおける群舞とパ
･ド･ドゥのシーンでは主人公に異なる振付が施さ
れている。まず，他人の前で第三夫人として振舞
う主人公には，京劇とバレエの融合した振付が用
いられ，他の夫人の動きと一致する京劇の動きに
よって，古い価値観を表わしていると考えられる。
逆に，昔の恋人の前では，主にバレエ的な踊りを
用い，恋人からの愛情に対する複雑な感情の変化
が表現されている。これにより，主人公の複雑な
人物描写が効果的に描写されていることが分かっ
た。

中国国内外では，初演以来バレエ『大紅灯籠高
高掛』の新たな創作理念に対して様々な理解や批
評が認められるが，そのほとんどが表面的な賛否
である。それに対して，本研究では，振付に着目
し，バレエ技法と中国古典舞踊，京劇及び拳法の
ような中国文化的要素を持つ異なる身体技法の融
合によって，登場人物の複雑な性格が表現されて
いることを明らかにした。このように異なる文化
要素と融合させ，人物の内面性と関連させる振付
は，バレエ『大紅灯籠高高掛』を，「中国バレエ
の民族化」を色濃く示す作品として特徴付けるも
のであろう。2000年前後のこのタイプの作品にお
いて，バレエ『大紅灯籠高高掛』はその集大成で
あり，バレエ『大紅灯籠高高掛』が上演された後，
このような中国的な文化要素を取り入れた創作バ
レエは，次々に舞台に登場している。その後の作
品の創作に方向性を与える重要な役割を果たして
いると結論付けられるだろう。
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